


②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「　中堅職員研修会　　　　　　　　　」（連携企業等：　千葉県専門学校協会　　　　　　　　）
期間：令和４年８月　未定　　　　　　対象：教員若干名
内容：教育力向上研修

研修名「ウトワメイク技術研修　　　　」（連携企業等：　株式会社ウトワ　　）
期間：令和３年４月１日(木)　～２日(金）　　　　　対象：メイク担当教員
内容：メイク技術研修と最新の流行についての講義

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「美容師養成施設の教員資格取得のための研修　　　　」（連携企業等：　日本理容美容教育センター　　　）
期間：令和３年５月１３日（　木　）　～28日（金）　　　　　対象：養成施設の新人教員
内容：「美容技術理論」「美容実習」の教員になるための講義

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「　 関東地区理容師美容師養成施設教職員宿泊研修会　」（連携企業等：関東地区理容師美容師養成施設教職員研
修協議会）
期間：令和４年１０月に予定　　　　　　対象：教職員
内容：未定

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

研修規程に基づき、学校は美容における技術や生徒指導に役立つ研修に、積極的に教職員を派遣したり、外部講師を学校
に招き、授業及び学生に対する指導力の向上を目的とする研修を計画し実施する。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

実務実習

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

実際の美容室の現状を教え、いかに現場に役立つ学生を育てるため、県内の千葉県美容業生活衛生同業組合に加盟している
美容室2,500店に協力してもらい指導する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

実務実習前に、サロンで実際に役立つための現場に即した授業を実施ししている。生徒は事前にサロンの担当者から諸規
定を確認する。実習期間中は、生徒は毎日実習の状況、反省を記録する。終了後実習先のサロンから出席状況、現場での
状態を成績表として提出してもらっている。実習終了後、担当教員が生徒の記録とサロンの成績表を基に面接し指導を行
う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

千葉県内の美容室に一店舗に一
人づつの学生が現場実習を体験

する。

千葉県内の美容室に募集を行い、協力の申し込みのあっ
た約250店の中から美容室を紹介する

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



（９）法令等の遵守

●法令、専門学校設置基準などの遵守と適正な運営がなされているか
●個人情報に対し、その保護のための対策がなされているか
●自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
●自己評価を公開しているか

（２）学校運営

●学校の理念・目的・育成人材像は定められているか
●学校における職業教育の特色は何か
●社会経済のニーズを踏まえた学校の将来構想は抱いているか
●学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者に周知されているか

●目的に沿った運営方針が策定されているか
●運営方針に沿った、事業計画が策定されているか
●運営組織や意思決定機能は規則などにおいて明確化されているか
●人事、給与に関する規定などは整備されているか
●教務、財務などの組織整備など意思決定システムは整備されているか
●教育活動などに関する情報公開が適切になされているか

（３）教育活動

（４）学修成果

（５）学生支援

（６）教育環境

（７）学生の受入れ募集

（８）財務

●教育理念に沿った教育課程の編成、実施方策などが作成されているか
●教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえて学科の修業年限に対応した教育到達レ
ベルや学習時間の確保は明確にされているか
●学科などのカリキュラムは体系的に編成されているか
●美容業界の連携によりカリキュラムの作成、見直し等が実施されているか
●美容業界における実践的な職業教育が体系的に位置づけされているか
●授業評価の実施・評価体制はあるか
●職業教育に対する外部関係者からの評価を取りいれているか
●成績評価・単位認定、進級・卒業認定の基準は明確か
●資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での位置づけはなされいるか
●人財育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか
●美容分野おける先端技術・知識を習得するための研修や教員の指導力の育成などの向上
のための取り組みが行われているか
●職員の能力開発のための研修は行われているか

●就職率の向上はなされているか
●美容師資格の取得はなされているか
●その他美容関連の資格取得はなされているか
●退学率の低減が図られているか
●卒業生・在校生の社会的な活躍、評価を把握しているか
●卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか

●進路・就職に関する支援体制は整備されているか
●学生相談に関する体制は整備されているか
●学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
●学生の健康管理の支援体制は整備されているか
●課外活動に対する支援体制は整備されているか
●学生の生活環境への支援体制はあるか
●保護者と適切に連携しているか
●卒業への支援体制はあるか
●社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
●高校との連携による教育・職業教育の取り組みが行われているか

●施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか
●学校外の実務実習、インターンシップの体制は整備されているか
●海外研修などの実施の体制は整備されているか
●防災に対する体制は整備されているか

●学生募集活動は適正に行われているか
●学生募集活動において、教育成果は正確に伝われているか
●学費は妥当なものとなっているか

●中長期的に学校の財務基盤は安定しているか
●予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
●財務に関する会計監査は適正に行われているか
●財務情報公開の体制整備はできているか

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　・学校関係者として、企業、一般の方、卒業生の委員からなる「学校関係者評価委員会」設置して学校に対して評価を実施
する。
　・専修学校の「ガイドラインの評価項目」基づき作成した自己評価を参考にし、学校の現状、教育活動など学校の運営につ
いて総合的に評価してもらう。
　・評価結果を広く保護者や一般の方に公表し、開かれた評価になるようにする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（１）教育理念・目標



種別

野村敏夫 業界役員

松田公一 業界役員

長崎和彦 近隣住民

行木清江 卒業生

（５）様々な教育活動・教育環境 ●学校のボランティア活動の紹介など
（６）学生の生活支援 ●千葉美容専門学校奨学金の紹介
（７）学生納付金・修学支援 ●組合店紹介による入学金の減免

（２）各学科等の教育 ●各種コンテスト成績の公開　　●美容師試験結果の公開

（１１）その他

（３）教職員 ●教職員の紹介
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ●実務実習の申し込み　　●実務実習結果の報告

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

URL:　　 http://www.chibabi.ac.jp

（８）学校の財務 ●組合総代会議案書による公開　　●HPによる公開
（９）学校評価 ●HPによる公開
（１０）国際連携の状況 ●海外研修旅行の報告

月に１回全組合店に送付するメール便、年に６回の組合広報新聞、組合の総会の議案書

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

「専門学校における情報提供などの取り組みに関するガイドライン」に則り、社会全体へ情報を提供し、背悦名責任を遂行す
る。美容室などとの連携に資するため、特色ある教育活動及び学校運営に関する適切な情報を提供し、質の保証・向上に取
り組むことを基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ●各種学校行事の紹介　　　●就職活動計画の公開

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　　）
URL:
公表時期：令和３年１０月１５日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

千葉県美容業生活衛生同業組合理事長 令和3年5月25日～令和5年5月24日（3年）

千葉県美容業生活衛生同業組合副理事長 令和3年5月25日～令和5年5月24日（3年）

㈲エル　ドゥ　チーム役員 令和3年5月25日～令和5年5月24日（3年）

サロンンド　ラ　メール開設者 令和3年5月25日～令和5年5月24日（3年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

年に1回学校関係者評価委員会を開催し、自己評価を参考にして千葉美容専門学校の現状を評価してもらい、今後の学校
運営の参考にする。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和○年○月○日現在

名　前 所　　　属 任期

（10）社会貢献・地域貢
献

（11）国際交流

●学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行われているか
●学生のボランティア活動を奨励、支援をしているか
●地域に対する公開講座・教育訓練の受託などを積極定期に行われているか

●学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行われているか
●学生のボランティア活動を奨励、支援をしているか
●地域に対する公開講座・教育訓練の受託などを積極定期に行われているか


